
下の文を読み、正しいと思うものには(○)  正しくないものには(X)、 
部分的に正しいと思うものには(△)をつけて下さい。

Answers: Most lines are correct or parly correct, but line A-8 is clearly in error. In addition, lines A-5, B-9, C-2, C-6, and C-7 are questionable. Some may 
object to line A-5 because believing is not directly mentioned in John chapter 21. Line B-9 is probably incorrect because Mark 9:17-29 is more about 
believing in Jesus’ power to heal than in his atomement. Line C-2 is highly questionable for various reasons, including the fact that repenting and believing 
go together. (See correct line B-5.)  There is a problem with line C-6 because making disciples involves more than evangelism. Finally, although some 
claim that line C-7 is correct, by doing so they wrongly question the usefulness of the other three Gospels. (Again, see correct line B-5.)
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A (     )  イエス様を信じる事について、ヨハネの福音書には他の福音書よりも多くの言及がある。
A-1 (     )  ヨハネの福音書の中で、信じる事が直接言及されていない章の数はわずかである。
A-2 (     )  有名なサマリヤの女とイエス様の対話 (4章)は、他の福音書には出ていない。
A-3 (     )  生まれつきの盲人に対するイエス様の伝道 (9章)は、他の福音書には出ていない。
A-4 (     )  信仰や不信仰の事は、ヨハネの福音書に、他の福音書を合わせたよりも多く言及されている。
A-5 (     )  ヨハネの福音書は始めから(1:11-12)終わりまで(20:30-31)、イエス様を信じる事についてである。
A-6 (     )  疑い深いトマスの信仰の回復については(20章)、他の福音書には出ていない。
A-7 (     )  イエス様は信仰による生き方を強調するために、まことのぶどうの木の話を(15:1-11)使われた。
A-8 (     )  偽りの信仰の事はヨハネの福音書には言及されていない (6:14-15, 6:60-66, 12:42-43)。
A-9 (     )  イエス様（ことば）の神性を信じる事は、ヨハネの福音書に強調されている。

B (     )  イエス様を信じる事は、４つ全部の福音書の重要なテーマである。
B-1 (     )  ペテロの信仰告白は、マタイ16:16、マルコ8:29、ルカ9:20、ヨハネ6:68-69に出ている。
B-2 (     )  真にイエス様に従う事は、彼を信頼する事を含んでいる。(マタイ19:16-26, マルコ10:17-22)
B-3 (     )  信仰という事は直接言及されていないが、ルカ15章は悔い改めと救いについてである。
B-4 (     )  共観福音書の中の悔い改めと、ヨハネの福音書の信仰はどちらも考え(mind)と意志(will)を含んでいる。
B-5 (     )  真の信仰は悔い改めを伴い(ヨハネ4:39)、真の悔い改めは信仰を伴う(マルコ1:15)。
B-6 (     )  大宣教命令は４つ全部の福音書に出ている。(マタイ28:18-20, マルコ16:15, ルカ24:46-48,ヨハネ20:21)
B-7 (     )  ゲラサの悪霊に憑かれていた人はイエスを信じた。(マルコ5:18-20, ルカ8:38-39)
B-8 (     )  おそらくヨハネは、彼の福音書が他のものよりも伝道者によって用いられるとは思っていなかった。
B-9 (     )  イエス様を主として、また救い主として信じる事は、マルコ9:17-29で強調されている。

C (     )  福音書（と使徒の働き）は、私たちに福音をどのように宣べ伝えるべきかを教えている。
C-1 (     )  イエス様とバプテスマのヨハネは二人共、罪とさばきについて説教した。
C-2 (     )  福音のメッセージは、他の３つよりもヨハネの福音書において、よりはっきりしている。
C-3 (     )  使徒の働きの中で、ペテロ、ステパノ、ピリポ、パウロは福音のメッセージをはっきり語った。
C-4 (     )  イエス様の死と復活は、全部の福音書の中で強調されている。(1コリ15:1-6)
C-5 (     )  多くの招きが福音書にある。(マタイ4:19,8:22,11:28-30, マルコ2:14,10:21, ルカ9:59, ヨハネ7:37)
C-6 (     )  4つの福音書全部の目的は、昔も今も伝道のためである。(マタイ28:18-20)
C-7 (     )  ヨハネの福音書には悔い改めの直接の言及がないので、それについて話す必要はない。
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